
 

２０１８年７月２４日 

紀陽銀行との地方創生に関する「連携協定」締結について 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 根岸 秋男）は、株式会社紀陽銀行（頭取 松岡 靖之）

と、本日、幅広い分野での地方創生に関する連携協定を締結しました。 

紀陽銀行において、生命保険会社と地方創生に関する連携協定を締結するのは、当社がはじ

めてとなります。 

本連携協定の締結により、紀陽銀行が進める地域の産業振興策や健康づくりの推進等に当社

の保険事業や社会貢献活動等を通じて培った知見やノウハウを提供します。加えて、当社の 

和歌山県内における営業網（１支社・９営業所等の拠点網、従業員約２９０人）を活用し、紀陽

銀行とともに地域の発展に取り組んでまいります。 
 

■紀陽銀行との地方創生に関する連携協定について 

１．名称 

「株式会社紀陽銀行と明治安田生命保険相互会社との地方創生に関する連携協定」 

２．主な連携事項 

 （１）産業振興および観光振興に関すること 

   ・当社が主催する異業種交流会（東京、名古屋、大阪開催）を通じて、紀陽銀行の取引

先企業のビジネス機会創出を支援 

      ・当社の本社ビル等での物産展の開催や社内イントラネットでの観光ＰＲの実施 

   ・当社の従業員を通じて、和歌山支社の従業員（約２９０名）ならびに県内のお客さま

へ、紀陽銀行取引先の商品やサービスをＰＲ 

   ・農業を含む成長分野への投融資での連携 

 （２）健康づくりの推進に関すること 

   ・健康経営等に関するセミナーの共同開催や講師派遣を実施 

   ・介護、健康づくり、終活等ライフプランセミナーへの講師派遣を実施 

   ・紀陽銀行のお客さまに向けた「健康経営冊子」の提供    

 （３）その他、地方創生の推進に関すること 

   ・ＣＳＲ活動への共同取組みを実施     

以 上 


